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お話しする内容

１．学習指導要領改訂：情報科教育の新しい内容
２．情報環境の整備：GIGAスクール構想
３．大学入学共通テストへの「情報Ⅰ」導入



情報活用能力：
「世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉えて把握し、情報および情報技術を
適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくた
めに必要な資質・能力」 →全ての学習の基盤能力、教科横断的に育成

小学校：プログラミング（必修）－プログラミング的思考力育成 （2020年度開始）

中学校：技術・家庭科の技術分野（D 情報の技術）で計測・制御 （2021年度開始）
に加えて双方向のあるコンテンツのプログラミングが追加

高 校：「情報の科学的な理解」に裏打ちされた情報活用能力の育成（2022年度開始）
「情報Ⅰ」（共通必履修科目）、「情報Ⅱ」（選択科目）

大 学 ：文理を問わず数理・データサイエンスの基礎教育

学習指導要領の改訂（2017〜2018年告示）



学習指導要領から見る情報科教育の変遷
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生徒の卒業後の進路等を問わず、情報の科学的な理解に
裏打ちされた情報活用能力 を育むことが一層重要

選択科目

履修者：約２割

履修者：約８割



情報Ⅰ（2単位）

(1)情報社会の問題解決

(2)コミュニケーションと
情報デザイン

(3)コンピュータとプログラミング

(4)情報通信ネットワークとデータ
の活用

問題の発見・解決に向けて、事象を情
報とその結び付きの視点から捉え、情
報技術を適切かつ効果的に活用する力
をすべての生徒に育む共通必履修科目

情報Ⅱ（2単位）

(1)情報社会の進展と情報技術

(2)コミュニケーションと
コンテンツ

(3)情報とデータサイエンス

(4)情報システムとプログラミング

(5)情報と情報技術を活用した問題
発見・解決の探究

「情報Ⅰ」の基礎の上に，情報システ
ムや多様なデータを適切かつ効果的に
活用する力や，コンテンツを創造する
力を育む選択科目





２．情報環境の整備：GIGAスクール構想

義務教育段階：児童生徒１人１台のPC
→令和3年7月までに全自治体の96.2％が整備済み
→ ChromeOS 40%, Windows 31%, iOS 29%

→小学校の全学年で利活用開始：84.8%
中学校の全学年で利活用開始：91.3％

高等学校段階：生徒1人1台のPC
→令和3年度中に47都道府県の40％が整備完了
→令和6年度中に47都道府県の83％が整備完了予定

文部科学省：GIGA スクール構想に関する各種調査の結果等の公表について（2021.8）
https://www.mext.go.jp/content/20210827-mxt_jogai01-000017383_10.pdf



情報科の授業実施に向けて

文科省検定教科書：「情報Ⅰ」「情報Ⅱ」（検定済）
（事例） https://www.jikkyo.co.jp /special_textbook/jouhou.html

文部科学省：高等学校情報科に関する特設ページ
https://www.mext.go.jp /a_menu/shotou/zyouhou/detail /1416746.htm

・学習指導要領解説情報編
・高等学校情報科教員研修用教材（「情報Ⅰ」「情報Ⅱ」）
・高等学校「情報」実践事例集
・高等学校情報科担当教員に関する現状
・高等学校情報科担当教員の専門性向上及び採用・配置の促進について



2025年度（令和7年度）
大学入学共通テストから「情報Ⅰ」導入

2021年3月24日：大学入試センター
→2025年度（令和７年度）の大学入学共通テストから「情報Ⅰ」を出題科目とし、

一つの試験時間帯で実施する見解。「情報Ⅰ」のサンプル問題を公表。
https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7ikou.html

2021年7月30日：文部科学省
「令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト実施大綱の予告」

→「情報Ⅰ」を出題科目とすることが決定。
2021年9月29日：文部科学省

「令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト実施大綱の予告（補遺）」
→「情報Ⅰ」を60分で実施。2025年度入試では、経過措置として、「社会と

情報」や「情報の科学」を履修した受験者が対応できるよう出題を工夫する。



2025年度（令和7年度）大学入学共通テスト



学習指導要領「情報Ⅰ」の学習項目とサンプル問題の出題領域

（出典）鹿野、高橋、西野：「情報科教育法」、実教出版（2022年1月発刊予定）



大学入学共通テスト「情報Ⅰ」の採用への動き

• 「5教科7科目」→「情報Ⅰ」を含めた「6教科8科目」へ
• 情報科担当教員の不足？

（令和2年5月時点）

情報免許状保有教員：9,903人
情報科担当教員 ：5,072人

（内訳）情報免許保有教員3839人、臨時免許状256人、免許外教科担任977人

・情報科教員の研修の機会提供

→教育委員会管轄の研修、大学、関連学会等による研修の機会提供
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